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2022年（令和 4年）10月から、窓口負担が 1割負担から、倍の 2割負

担となった方があり、これにより愛知県全体で被保険者の約 23％の方が 2割

負担の対象になったという。１人当たり年間 5万円を超える負担増になる。 

2023年度は、この負担増を通年で行おうという話で、認められない話だと

考える。 


